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に
両
立
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

　

私
は
自
然
科
学
者
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ

に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
現
在
の
よ
う
に

生
命
科
学
で
は
「
飯
が
食
え
な
い
」
時
代
で
し
た
の

で
、
苦
労
し
て
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
本
職
は

岡
山
大
学
で
心
臓
血
管
外
科
教
室
に
入
局
し
、
研
修

し
ま
し
た
が
、
博
士
論
文
を
書
き
な
が
ら
ス
ト
レ
ス

解
消
の
た
め
に
、
蝶
の
論
文
も
同
時
に
書
き
ま
し
た
。

大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
病
院
で
は
年
間
四
百
八
十
の

手
術
を
こ
な
す
激
務
の
経
験
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｒ

指
導
医
の
立
場
で
は
外
出
が
躊
躇
わ
れ
ま
す
の
で
室

内
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当

直
や
術
後
管
理
の
合
間
の
ち
ょ
っ
と
し
た
空
白
の
時

間
に
医
療
と
は
無
関
係
な
蝶
の
文
献
に
当
た
り
、
標

本
を
分
類
し
て
い
ま
し
た
。
蝶
の
分
類
学
の
基
礎
は

独
学
で
習
得
し
ま
し
た
。
長
時
間
の
難
し
い
手
術
で

も
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
頭
脳
や
肉
体
労
働
が

極
限
状
態
に
な
る
と
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
精
神
状

態
を
保
ち
、強
い
ス
ト
レ
ス
を
開
放
す
る
た
め
に
、手

術
後
は
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
別
の
分
野
で
精
神
的
な

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
自
然
な
成
り
行
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
本
職
の
外
科
医
と
し
て
の
執
務
か
ら
く
る
ス
ト

レ
ス
の
解
消
の
一
手
段
と
し
て
、
浜
高
時
代
の
蝶
の

研
究
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
感

激
い
た
し
ま
し
た
。」

　
「
日
本
蝶
類
学
会
の
会
長
も
為
さ
れ
、
学
会
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
」

　

は
い
、
私
は
日
本
蝶
類
学
会
、
途
中
で
日
本
蝶
類

科
学
学
会
と
改
名
し
て
い
ま
す
が
、
三
期
六
年
間
ほ

ど
就
任
し
て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
個
性
の

強
い
人
達
の
集
ま
り
で
す
か
ら
、
神
経
を
使
い
ま
し

た
が
、
学
会
の
主
な
仕
事
は
「
機
関
誌
」
の
発
刊
に

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
内
容
が
学
会
の
実
力
に
な
り
ま

す
。
私
の
前
任
者
は
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
社
長
宇

野
正
紘
氏
で
し
た
し
、
私
の
後
任
は
慶
応
大
学
教
授

の
藤
岡
知
夫
氏
（
レ
ー
ザ
ー
工
学
）
な
ど
在
野
の
研

ま
す
か
ら
、
十
分
な
知
識
と
力

量
を
備
え
た
上
で
、
内
容
を
吟

味
し
、
慎
重
に
書
き
残
し
ま
し

た
。

　
「
大
屋
さ
ん
は
お
医
者
さ
ん

で
す
よ
ね
。
医
師
と
蝶
学
者
の

言
わ
ば
二
足
の
草
鞋
を
履
か
れ

て
い
る
訳
で
す
が
、
ど
の
よ
う

二
足
の
草
鞋

外
科
医
院
（
心
臓
血
管
外
科
）

蝶
類
研
究
（
元
日
本
蝶
類
科
学
学
会
会
長
）　

大
　
屋
　
厚
　
夫

（
第
十
三
期
）

　

浜
田
高
校
は
島
根
県
屈
指
の
伝
統
校
と
し
て
、
今

ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
日
本
を
代
表
す
る
コ
マ

ツ
の
坂
根
氏
を
は
じ
め
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
人
材
を

数
多
く
輩
出
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
躍
で
あ
り
な
が
ら
余
り
知

ら
れ
て
い
な
い
大
屋
博
士
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

医
師
と
生
物
学
者
の
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
大
活

躍
中
の
大
屋
厚
夫
さ
ん
（
浜
高
十
三
期
卒
業
）
が
こ

の
度
「
琉
球
列
島
の
蝶
」
と
い
う
超
大
作
を
出
版
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
度
は
琉
球
列
島
の
蝶
と
い
う
大
図
鑑
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
な
評
判
の
よ
う
で
す
ね
？
」

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
研
究
者
の
皆
さ

ん
か
ら
は
高
い
評
価
を
頂
き
、
日
本
蝶
類
科
学
学
会

賞
を
貰
い
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
図
鑑
は
そ
の
国
の
文
化
程
度
を
忠
実
に
表
し

１
９
６
２　

浜
田
高
校
卒
業

１
９
７
１　

東
京
医
科
大
学
卒
業

　
　

〃　　
　

岡
山
大
学
心
臓
血
管
外
科
教
室
入
局
（
医
学
博
士
）

１
９
８
３　

外
科
医
院
開
業　

現
在
に
至
る

２
０
１
６　

学
校
保
健
功
労
者
と
し
て
岡
山
市
長
表
彰

２
０
１
８　

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
と
し
て
岡
山
県
知
事
表
彰

２
０
０
５
〜
２
０
１
１　

日
本
蝶
類
学
会
会
長
就
任

２
０
１
８　

図
鑑
「
琉
球
列
島
の
蝶
」
の
出
版
に
よ
り
日
本
蝶
類

科
学
学
会
賞

　
「
私
達
の
郷
里
の
浜
田
を
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
は

本
当
に
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
浜
高
時
代
の
想
い
出

と
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
」

　

浜
田
高
校
の
想
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
思

春
期
は
大
人
と
子
供
の
狭
間
に
あ
り
、
と
て
も
不
安

定
な
精
神
状
態
で
す
か
ら
、
傷
つ
き
や
す
く
、
自
惚

れ
や
す
い
年
頃
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
学
業

の
成
績
は
恐
ら
く
、
尻
か
ら
勘
定
し
た
方
が
早
い
と

思
い
ま
す
が
、
私
は
将
来
の
方
向
性
を
自
覚
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
当
然
の
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
不
安
定
な
青
春
時
代
は
自
信
を
持
つ
た
め
に

「
得
意
な
こ
と
」
に
熱
中
で
き
る
課
外
活
動
に
参
加

し
て
み
る
こ
と
で
精
神
が
癒
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
学
業
の
競
争
と
は
「
質
」
が
違
い
ま
す

か
ら
、
人
と
触
れ
合
う
「
間
」
も
違
い
ま
す
の
で
学

業
以
外
の
、
別
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
浜
高
は
歴
史
が
古
く
、
幸
い
な
こ
と
に
伝

統
的
に
優
れ
た
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
は
能

力
に
応
じ
て
生
物
部
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
例

年
、
春
と
夏
の
年
二
回
、
中
国
山
地
に
一
週
間
か
け

て
キ
ャ
ン
プ
生
活
し
、
仲
間
と
一
緒
に
行
動
し
ま
し

た
が
、
こ
の
貴
重
な
体
験
は
後
の
人
生
に
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
伝
統
的
な
教
育
実
績
と

課
外
活
動
を
通
し
、
恩
師
に
は
「
人
の
優
し
さ
」
を

実
践
で
教
え
て
貰
い
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
目
標
、
目
的

を
持
っ
て
高
校
生
活
を
楽
し
ん
で
貰
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

究
者
で
し
た
が
、
現
在
は
信
州
大
学
の
副
学
長
で
Ｄ

Ｎ
Ａ
権
威
者
の
伊
藤
建
夫
氏
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
学
会
の
創
立
者
の
一
人
で
す
が
、
会
員
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
の
昆
虫
学
者
を
中

心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
分
野
で

は
在
野
の
研
究
者
が
多
く
、
彼
ら
も
私
と
同
じ
よ
う

に
蝶
学
者
に
憧
れ
な
が
ら
、
別
の
道
を
選
択
さ
れ
た

人
達
で
す
。
職
種
も
多
彩
で
著
名
人
も
沢
山
お
ら
れ

ま
す
。
先
年
急
逝
さ
れ
た
鳩
山
邦
夫
氏
、
村
田
製
作

所
の
村
田
泰
隆
氏
、
和
歌
山
県
知
事
の
仁
坂
吉
伸

氏
、
人
間
国
宝
で
能
楽
師
の
山
本
東
次
郎
氏
、
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
の
奥
本
大
三
郎
氏
、
朝
日
歌
壇
の
選

者
・
馬
場
あ
き
子
氏
、
尾
上
松
緑
の
御
子
息
、
藤
間

勘
左
氏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
局
長
）
で
長
年
自
然
の
ア

ル
バ
ム
を
作
成
し
た
竹
中
一
夫
氏
の
ほ
か
、
経
産
省

事
務
次
官
の
松
永
和
夫
氏
も
会
員
に
お
ら
れ
、
同
業

者
で
は
東
大
眼
科
学
教
授
の
相
原
一
氏
は
私
と
同
じ

道
を
選
択
さ
れ
た
お
仲
間
で
す
。
中
に
は
ク
レ
ス

ト
ー
ル
と
い
う
高
脂
血
症
の
決
定
的
な
薬
を
開
発
し
、

年
収
八
千
億
円
の
研
究
開
発
を
さ
れ
た
生
命
科
学
者

の
有
田
斉
氏
な
ど
、
一
見
す
る
と
蝶
学
と
は
あ
ま
り

縁
の
な
さ
そ
う
な
人
達
で
す
が
年
二
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
集
さ
れ
、
演
者
は
「
バ
カ
の
壁
」
の
養
老
孟

司
氏
な
ど
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
蝶
の
分
類
実
績
は
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
標
高

四
千
メ
ー
ト
ル
以
上
に
棲
む
高
山
蝶
を
分
類
し
、

二
十
六
亜
種
に
新
名
を
与
え
、
中
に
は
同
期
の
麗
人

に
も
献
名
し
ま
し
た
（
蝶
写
真
）。
論
文
は
八
十
編
、

出
版
物
は
十
五
冊
あ
り
ま
す
が
、
著
書
に
は
浜
田
市

の
話
題
を
記
述
す
る
よ
う
、
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

五体投地で参拝するカイラス山に棲む蝶。ヒマラヤヒメウスバの学
名を浜高同窓生に献名された。
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種　　　　　別 現 役 生（延べ数） 過年度生（延べ数） 合　　計（延べ数）
国 立 大 学 41（　44） 15（　15） 56（　59）
公 立 大 学 20（　22） 　1（　　4） 21（　26）
私 立 大 学 72（145） 10（　42） 82（187）
公 立 短 大 　2（　　2） 0 　2（　　2）
私 立 短 大 　8（　11） 0 　8（　11）
看 護 　9（　18） 0 　9（　18）
専 門 学 校 20（　22） 　0（　　0） 20（　22）
大 学 校 等 　0（　　0） 　0（　　0） 　0（　　0）
就　　職（公務員） 6 0 6
就　　職（一　般） 1 0 1

平成30年度　進路状況

招
き
し
て
「
手
軽
に
で
き
る
朝
食
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
暑
い
調
理
室
で
し
た
が
、
お
し
ゃ
れ
で
簡
単
に

で
き
る
献
立
に
大
興
奮
で
し
た
。

　

ま
た
、
秋
に
浜
田
市
の
公
式
キ
ッ
チ
ン
「
浜
田
市
び
ぃ

び
く
ん
食
堂
」
に
部
員
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
が
選
ば
れ
、

試
作
会
が
浜
田
高
校
の
調
理
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
実

際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
写
真
を
あ
げ
る
際
、
注
意
す
る
点
や
コ

ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
１
年
生

対
象
に
石
見
神
楽
で
使
い
終
わ
っ
た
蛇
胴
を
利
用
し
た

小
物
作
り
を
行
っ
て
い
る
楫
ヶ
瀬
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
て
「
蛇
胴
を
利
用
し
た
小
物
」
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
で
き
あ
が
り
を
想
像
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
」
が
完
成
し
、
日
常
で
活
用
す

く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
県
内
屈
指
の
広
さ
が
あ
り
、
余
裕

で
卓
球
台
８
台
が
出
せ
る
上
に
、
カ
ッ
ト
マ
ン
の
練
習

も
十
分
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

県
内
高
校
の
卓
球
の
競
技
人
口
は
、
平
成
25
年
以
降

か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
の
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
の

影
響
な
の
か
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

江
津
以
西
の
県
立
学
校
で
の
部
員
数
は
減
少
傾
向
で
、

特
に
女
子
部
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

本
校
で
は
部
員
数
も
学
年
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、

男
女
と
も
団
体
戦
で
出
場
で
き
る
部
員
数
を
な
ん
と
か

維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

近
年
、
男
女
と
も
に
、
私
立
学
校
の
選
手
の
目
覚
ま

し
い
活
躍
に
よ
り
、
県
立
学
校
の
選
手
が
県
内
大
会
で

上
位
入
賞
し
全
国
大
会
等
の
上
位
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

平
成
26
年
に
は
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
全
国
選
手
権
出
場
、

平
成
26
・
27
・
29
年
に
は
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
平
成

29
・
令
和
元
年
に
は
女
子
団
体
で
中
国
選
手
権
出
場
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
成
果
を
出

す
た
め
に
、
部
員
自
身
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
等
を
考
え
、

実
践
し
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
部
員

の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
期
待
し
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
で

上
位
大
会
進
出
を
目
標
に
日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
科
学
部
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
頃
に
生

活
科
学
部
と
し
て
名
称
を
改
称
す
る
前
は
、「
家
研
部
」

と
し
て
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
頃
か
ら
存
在
し
て

い
た
と
「
浜
田
高
等
学
校
百
年
史
」
に
記
載
が
あ
る
歴

史
の
あ
る
部
活
動
で
す
。
た
だ
、
以
前
よ
り
生
活
科
学

部
と
家
庭
科
の
授
業
の
教
育
活
動
の
一
部
で
あ
る
「
家

庭
ク
ラ
ブ
」
と
の
違
い
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
時

代
も
長
く
、
い
つ
か
ら
「
部
活
動
」
と
「
家
庭
ク
ラ
ブ
」

と
す
み
わ
け
が
始
ま
っ
た
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

紆
余
曲
折
あ
り
な
が
ら
、「
浜
田
高
校
百
年
史
」「
第
五

編
の
文
化
部
の
総
括
」
に
よ
る
と
当
時
の
家
研
部
は
「
食

物
班
」「
保
育
班
」「
手
芸
班
」
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ

た
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
部
活
動
に
お
い
て
も
、

こ
の
３
つ
の
分
野
を
１
年
の
中
で
計
画
を
立
て
な
が
ら

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
術

は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

近
年
の
活
動
の
報
告
を
し
ま
す
。
今
年
度
は
１
年
生

３
名
、
２
年
生
10
名
、
３
年
生
19
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
県
内
の
生
活
科
学
部
で
も
、
大
所
帯
と
い
う
こ

と
で
５
月
末
日
の
研
究
発
表
大
会
に
全
員
で
参
加
で
き

な
い
こ
と
が
目
下
の
悩
み
で
す
が
、
秋
に
行
わ
れ
る
地

区
割
り
の
研
修
会
に
は
全
員
参
加
し
、
他
校
の
部
員
と

交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
夏
に
、
浜
田

保
健
所
の
方
と
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
を
講
師
に
お

　

旧
制
中
学
校
時
代
の
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）
に

は
卓
球
部
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
創
設
年
そ
の

も
の
は
不
明
で
す
が
戦
前
に
は
す
で
に
創
部
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
戦
時
中
の
混
乱
期
、
一
時
的
に
廃
止
さ
れ
、

戦
後
に
復
活
す
る
な
ど
紆
余
曲
折
を
経
て
現
在
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
、
浜
田
高
校
の
中
で
最
も
歴
史
と
伝

統
が
あ
る
部
活
動
の
一
つ
で
す
。
昭
和
22
年
に
は
金
沢

国
体
に
男
子
個
人
で
出
場
。
ま
た
、
県
高
体
連
卓
球
専

門
部
初
代
委
員
長
は
本
校
教
諭
の
寺
本
弘
次
先
生
が
し

て
お
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
島
根
県
卓
球
界
を
牽
引
す

る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

現
在
、
平
成
25
年
に
完
成
し
た
新
体
育
館
３
Ｆ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
男
子
12
名
、
女
子
７
名
、
合
計
19
名
の
部
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
や
体
操
場
だ
け
で
な

生
活
科
学
部
顧
問　

鍵
　
本
　
聖
　
子

顧
問　

深
　
野
　
勝
　
洋

卓
球
部

る
の
が
楽
し
み
な
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

　

常
時
活
動
と
し
て
、
先
生
方
や
部
活
動
で
依
頼
さ
れ

た
被
服
用
品
の
製
作
や
修
繕
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
や
い
つ
ま
で
に
完
成
す
れ
ば
よ
い
か
、
細
か
い

点
を
依
頼
者
に
確
認
し
な
が
ら
、
作
品
製
作
に
あ
た
り

ま
す
。
実
用
品
が
多
い
の
で
で
き
る
だ
け
、
丈
夫
に
長

年
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま

す
。

　

生
活
科
学
部
の
活
動
を
通
し
て
、
調
理
や
被
服
の
技

術
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
と
の
つ
な
が
る
こ
と

の
楽
し
さ
や
地
域
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
の
喜
び
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。蛇胴を利用

した小物

朝食講座

クックパッド
浜田市公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」
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今
年
２
０
１
９
年
は
、
江
戸
時
代
に
浜
田
藩
が
で
き

て
か
ら
四
百
年
の
節
目
の
年
で
す
。
４
月
29
日
㈷
の

「
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」
を
皮
切
り
に
、
年
度
末
ま

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

浜
田
市
に
は
、
四
百
年
前
に
浜
田
藩
が
で
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
在
の
ま
ち
の
土
台
が
築
か
れ
た
と
い
う

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
れ

ま
で
の
四
百
年
を
振
り
返
り
、
次
の
百
年
に
向
け
て
浜

田
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浜
田
に
転
封
に
な
る
前
に
古
田
重
治
（
初

代
浜
田
藩
主
）
が
治
め
て
い
た
三
重
県
松
阪
市
や
、
最

も
長
く
浜
田
藩
を
治
め
て
い
た
松
平
周
防
守
家
が
幕
末

を
迎
え
た
埼
玉
県
川
越
市
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
全
国

の
「
は
ま
だ
」
姓
の
方
や
観
光
客
に
、
開
府
四
百
年
を

迎
え
る
浜
田
市
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
ま
す
。

　

歩
兵
第
二
十
一
連
隊
は
、
日
清
戦
争
後
の
師
団
増
設

に
よ
り
、
明
治
31
年
（
１
８
９
８
年
）
に
広
島
か
ら
浜

田
に
転
営
し
ま
し
た
。
連
隊
用
地
と
な
っ
た
黒
川
や
周

辺
地
域
に
は
、
連
隊
司
令
部
、
兵
舎
、
訓
練
施
設
な
ど

が
次
々
と
建
設
、
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
千
人

に
の
ぼ
る
兵
士
の
駐
留
に
、
浜
田
は
賑
わ
い
、
経
済
的

に
大
き
く
発
展
を
み
せ
ま
す
。

　

浜
田
市
立
第
一
中
学
校
旧
屋

内
運
動
場
、
島
根
県
立
浜
田
高

等
学
校
第
二
体
育
館
は
、
当
時

の
連
隊
の
「
雨
覆
練
兵
場
」
で

あ
り
、
訓
練
施
設
と
し
て
設
計
、

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時

の
最
新
の
西
洋
建
築
技
術
を
取

り
入
れ
、
煉
瓦
造
り
及
び
鉄
骨

小
屋
組
を
用
い
て
建
築
さ
れ
た

近
代
建
築
史
上
、
貴
重

な
建
物
で
す
。

　

ま
た
、
竹
中
安
太
郎

連
隊
長
に
よ
っ
て
浜
田

城
本
丸
の
公
園
化
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

36
年
に
忠
魂
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
浜
田
公

園
と
し
て
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
忠
魂
碑
の
砲
身
部
分
は
、
昭
和
18
年
に
金

属
供
出
に
よ
っ
て
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
白
い

台
座
が
残
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
第
61
期　

小
川　

敦
）

浜
田
開
府
四
百
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

電　

話
：
０
８
５
５
︱
２
５
︱
９
２
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
５
５
︱
２
３
︱
４
０
４
０

時
代
を
超
え
て
　
明
日
に
つ
な
ぐ

浜
田
開
府
四
百
年
祭

浜
田
開
府
四
百
年
祭

今
年
は
浜
田
藩
が
で
き
て
四
百
年
で
す

「
は
ま
だ
」
姓
の
方
を
探
し
て
い
ま
す

全
国
の
浜
田
さ
ん
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業

浜田の過去と現在をつなぐイメージポスター

400年グッズを買って浜田を応援しよう！

浜田市観光協会特産品販売所での取扱商品をまとめました（^ ^）
場所：JR浜田駅１階　営業：９時～18時　電話：0855-28-7133

●記念ポロシャツ
　胸と背中に開府400年
　ロゴをプリント！
　緑/紺　各2,700円（税別）

●浜田城ペーパークラフト
　浜田城を1/300スケールで再現！
　其のⅠ、Ⅱともに　1,000円（税別）

▲浜田城跡と浜田大名
行列奴

▲紙漉重宝記と現在の
紙漉法

▲北前船寄港地・
　外ノ浦とマリン大橋

▲城下町絵図と現在の
浜田

コ
ラ
ム
「
歩
兵
第
二
十
一
連
隊
の
足
跡
」

第一中学校旧屋内運動場

報国忠勇之碑
（『写真集はまだ』より転載）

４月29日 　石州浜っ子春まつり
６月９日㈰　　出張！なんでも鑑定団 in 浜田
６月９日㈰　　浜田未来文化祭
　　　　　　　第５回はまだ de シャルソン
８月３日㈯　　石州浜っ子夏まつり
８月17日㈯　　巡回ラジオ体操・みんなの体操会
８月24日㈯　　浜田川で舟あそび
10月11日㈮・12㈯
　　　　　　　住民参加創作ミュージカル
　　　　　　　「群青～濱田誕生、そして明日へ～」
10月13日㈰　　浜田開府400年祭記念式典
11月３日 　ＮＨＫのど自慢
2020年３月14日㈯・15日㈰
　　　　　　　北前船寄港地フォーラム in 浜田

浜田開府400年祭イベント一覧

協賛商品のご紹介
●工房かわひら石州和紙グッズ
　しおり　300円（税別）

　はがき　150円（税別）

　マグネット
　　　　　200円（税別）ほか

●扇原茶園お試しティーバッグ
　緑番茶、ほうじ茶、玄米茶の
　３種類　各１包　150円（税別）

●錦榮堂マロンケーキ&クッキー
　マロンケーキ10個入
　　　　　　　1,600円（税別）

　クッキー１枚　300円（税別）

浜田さんへの特典
（2019年度）
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浜田高校

地
区
同
窓
会

　
　
　
同
期
会
だ
よ
り

浜高広島地区同窓会
時：平成30年10月20日㈯　　所：ひろしま国際ホテル
広島地区同窓会は、昭和63年９月に設立され、平成30年に30周年を迎えました。
記念すべき第30回の総会は、３期から56期まで同窓生41名の参加を得て開催し、総会後は、久保
田章市浜田市長（21期）による講演「浜田開府400年に向けて～江戸時代の浜田と北前船」があり、
浜田藩の誕生などを学びました。
懇親会では、志波教頭（35期）から近況報告をしていただいたなかで、放送部が製作したＤＶＤ
の上映があり、参加者の皆さんも大いに盛り上がりました。その後、島根の酒等を飲みかわしな
がら、最後に皆で校歌を合唱し閉会しました。
令和最初の同窓会は、11月９日㈯に開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。

（29期　宮田浩二）

在京浜高同窓会
時：平成30年11月24日㈯　　所：アルカディア市ヶ谷「富士」
　恒例の在京浜高同窓会が今年も200名を超える参加者を得て盛大に開催されました。
　今回はＢＳ日テレ「ＢＳ日本・こころの歌」に毎週出演されているボーカルグループの「フォ
レスタ」からリーダーの大野隆さん（浜高40期）ほか２名が登場され華麗で重厚な歌声を披露し
ていただきました。
　今年の総会は11月30日㈯にアルカディア市ヶ谷での開催を予定しております。多数の皆様のご
来場をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33期　岡崎耕示）

浜高九州・山口地区同窓会
時：平成29年10月１日㈰
所：ホテルセントラーザ博多
２年に１回開催の第９回目は、浜
高より黒田教頭、土田同窓会長、
久保田浜田市長をお迎えし、山口
県より３名、岡山県より２名の総
勢29名の参加を得て開催しまし
た。久保田浜田市長の記念講演
「浜田市の歴史と将来の展望」は
大変好評でした。次回第10回目
は、今年の秋に予定しています。

（９期　吉田利治）

「浜田高校」で検索して、「同窓会」
をクリックすると「はまゆう」の
最新号とバックナンバーを見るこ
とができます‼

パソコンやスマートフォンで検索

34期同窓会
時：平成30年８月11日㈯　　所：浜田ワシントンホテルプラザ２階
同窓会の幹事役を終えて、同じ会場にて同級生総勢80名で賑やかに思い出話に花を咲かせなが
ら、楽しいひとときを過ごしました。海外からも帰国して参加してくれました。
今後とも、機会あるごとに再開しようと誓い合いました。　　　　　　　　　　（34期　龍河誠司）

３期　三期会
時：令和元年５月12日㈰　　所：千畳苑
参加者30名（遠くはロンドンから、また埼玉、奈良、三重からも参加）
久保さん司会により、校歌斉唱をかわきりに、乾杯の音頭を岡本君にたくし、
盛大に会が始まりました。各地区の同窓会報告や石見神楽、また全員輪に
なって、青い山脈など、高校時代を思い出しながら思いきり合唱し閉会しま
した。もう最後の同窓会と思っていましたが、次回も開催したいと思いまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３期　小川憲治）

名 称／会 長 連　　絡　　先 電話／E-mail 総会時期
浜高同窓会（本部）／土田好明（19期）
在京浜高同窓会／久代敏男（17期）
近畿浜高同窓会／戸津川明克（9期）
浜高広島地区同窓会／山崎健三（14期）
九州・山口浜高同窓会／吉田利治（9期）
在松亀山会／若佐博之（9期）

浜田市黒川町3749 浜田高校　同窓会事務局
千代田区紀尾井町3-29 NGA紀尾井町ビル201号室  田原大三郎法律事務所内　田原大三郎（17期）
京都市中京区橋本町487-7　吉澤利治（36期）
広島市安佐南区長楽寺一丁目61番6号　宮田浩二（29期）
北九州市戸畑区土取町14-11　大里葉子（11期）
松江市魚町10番地　山陰合同銀行　河上敬介（43期）

0855-22-0042　hamada-hs@edu.pref.shimane.jp
03-3237-9500　ono@tabara-law.com
075-256-7608　
090-1352-5990
093-882-7983　yosida14817@hb.tp1.jp
0852-55-1845

８月
11月
２月
10月
10月
10月

地
区
同
窓
会
連
絡
先

浜高同窓会総会
時：平成30年８月11日㈯　　所：浜田ワシントンホテルプラザ
私たち34期が幹事を務め、206名ご参加のもと、盛大に開催することが出来ました。恒例により、
リボンディスプレイジャパン株式会社　代表取締役　須山透君に「がんばれ浜田！がんばれ島
根！」という演題で記念講演をして頂き、また、皆尾（大峠）美都さんに空手の演武を披露して
いただきました。ご参加いただきました皆様には心から感謝申し上げますとともに、35期以降、
後輩の皆様方には、伝統ある浜高同窓会をいつまでも引き継いで頂きますよう、よろしくお願い
いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34期代表幹事　龍河誠司）

今年度に開催される地区同窓会、同期
会の写真・記事がありましたら、来年
５月までにファイルまたは郵送でお送
りください。
記事の掲載に関しては、編集委員会に
一任ください。広告募集中！

広告・写真・記事募集の
お願い お らし せ

〒697-0027
島根県浜田市殿町３-５
㈲高橋写真館　高橋直樹（35期）
電話　0855-22-0563
Email：ps.taka@jeans.ocn.ne.jp


